
ニユース・ダイジエス卜

-・ 150の労働安全衛生規格の初案が現在入手できる
労働安全衛生マネジメントシステムに対する要求事項を定めるIS045001は、現在委員会原案の段階に

ある。

よく知られているOHSAS 18001に始まるこの原案規格は、世界中の企業及び組織が従業員の安全衛生

を確保するのを助けるために設計されている。

以下、規格を開発する委員会の議長である英国デビットスミス氏に語ってもらった。

-OHSAS 18001と新しいIS045001の主な違いについて教えてください

規格全体の目的は同じままなので、 OHSAS 18001に精通している人たちは、新しいISO規格のテーマ

の多くがわかるだろう。しかし、 国際マネジメントシステム規格を開発するための新しい規則に非常に興

味深い進展がある (ISO指令の附属書SLを参照してください)。例えば、トップマネジメントと指導者の

果たす役割がより大きくなっているだけでなく組織の Icontext: 状況」をより重視するようになってい

る。

一 組織の 「コンテキスト」とはどういう意味ですか?

コンテキスト : contextとは状況のことをいう。新規格では、 組織は、その直接の安全衛生の問題だけ

でなく、より広く社会が組織に期待するものを考慮に入れなければならない。たとえば、組織は自分たち

の仕事が周囲に与えている影響だけでなく、請負業者や供給者が与えている影響についても考えなければ

ならない。これは、社内の従業員のためよりはるかに広範で、 組織が外部にリスクを含んだ仕事を単に委

託できない(リスクを移動することはできない)ことを意味する。

一 組織の指導者の役割はどのように異なりますか?

IS045001は、乙れらの労働安全衛生の側面を組織の全体的なマネジメントシステムに統合すべきであ

ると主張している。経営者及び指導者が今よりはるかに積極的に取り組むことを要求している。 安全管理

者に責任を負わせている組織にとっては大きな変更になる。 IS045001は、労働安全衛生の側面を全体的

なマネジメントシステムに含めることを要求している。

http://www.iso.org/iso/home/news_index/news_archive/news.h出1?refid=Ref1 862
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ー すべての新しいユーザーにとって、この規格を用いることの主な利点についてさらに説明していただけ
ますか?
私たちが提案するシステム及び構造を実行して、適切にそれを行うのならば、あなたのために働いてい

る人に害を与える危険性を減らすことができる。今年発行された江βの統計によると、 2013年には約230

万人が労働災害または職業病(健康障害)が原因で死亡した.との数字は衝撃的な値で、社会に重くのし

かかったものだ.強力な労働安全衛生マネジメントシステムを実行することは、従業員たちが自分たちの

ニーズが取り入れられているととを知り、前向きな企業文化を創造するととにつながる.

-lS045001の原案を見たいのですが?

IS045001の養員会原案は現在、購入できる。 2016年後半に予定されている発行日より前に新しい規格

の内容について知る機会が与えられている。

h枕民//www.i鈎i.org/i釦l/home/news_index/news-，釘dúve/newsh加1?refid=Ref1874

~砂 15014001の原擦は現在パブリツクコメントに応じている
IS014001は他のIS0規格と同様、適切かつ最新であることを確実にするために5年ごとに見直される.

今回D1S段階に移ることにより、新しい原案は、現在、購入できるだけでなくパブリック・コメントに応

じている。 IS014001の改訂版は、現在国際規絡案 (DIS) として入手できる。つまりあなたは

おO/D1S14001に対して意見や提寮を提出し、発言することができる.環境影響を管理するととの重要性

が増していることを認議している皆さん方の声を聴きたい。

新原案における主な変更点は、リスクマネジメントがより重視され、マネジメントシステムそのものか

ら環境パフォーマンスを改善することへの重点の移動である。

h民民//www.i部。Irg/iso/home/news_加d伐/news_arclùve/newsh加1?refid=Refl865

-・ 150の未来に関わってください
あなたは、 1SOの今後の方向性を形作る手助けをしたいですか?そうであれば、私たちは新たな戦略計

画を策定しているので、あなたからの考えを教えてください。

lSO戦略2016・2020では、知的財産、ステークホルダーの関与〈取り決め〉及び顧客のニーズを満たす

ことにおいて、 2011年から2015年の計画により成し遂げられた業績をさらに伸ばしていく。また、企業

統治と会員の地位、規格開発のプロセス及びそれらの規絡の使用と普及などの分野に重点的に取り組む。

私たちは、将来何をすべきかについて検討すべき分野に関する指針を作成した。

h地//www.iso.org/i鈎l/home/news-，加伽x/news....;紅dúve/newsh加1?refid=Ref1862

~砂 15018091が新たに発行される
lS018091は、地方自治体におけるIS09001の実行のための指針を示す官営部門のための初めてのlSO

規格である。品質マネジメントシステムを用いて、地方自治体は地域社会の期待やニーズを満たすための

自治体活動を行うととができる.

地方自治体は世界で最も重要な供給者である。地方自治体の活動には輸送、教育、飲料水の供給、廃棄

物収集、汚水排水、公共照明及び市民保護が含まれる.これらの活動が信頼できない、あるいは質の悪い

ものであれば、大勢の人々に多くの問題が生じ得る。

1S018091は以下のことに言及している.

-政治家、技術者聞に共通の言語及び理解を与え、多くの国々及び他の地方自治体聞の比較可能性を可

能にする.

-技術的に不可欠なこれらのものを政治的に実行可能にすることにより地元住民の役に立つ。

-持続可能な世界及びスマートシティをめざす国連ミレニアムの達成目槙のために役に立つツールを作

る。
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テクノファ最新ニユース

WHAT'S NEW  I 斯コースレポート!

.r新規格に対応するリスクマネジメン卜実践コースJ (TM64) 
とのコースは、 6月より開催をはじめた新しいセミナーで、分野を閏わず、リスクについての理解を深めて

いただくものです。
演習も交えてリスクの適切な評価と管理を学ぶことができます。薗師は、リスクマネジメント規格・ ISO

31000の日本代表委員で、横浜国立大学教授に就任された野口和彦氏です。

豊富なコンサル経蔵とISO議論の経緯を踏まえての説聞は野評で、 ご壷講者櫨のアンケートでは「いろ

んな例を用いた説明で、わかりやすかったJ

I本質的なところを解説していただき、あり

がたかったJ rリスクマネジメントの講語で
あったが、経営者の視点で物事を考えるこ
とを学んだJ など評価いただいておりま
す。

波なお、このコースは、 JRCA/CEAR CPD 
畳錫コースですので、情報セキュリティも含

めて審査員(輔)のCPDとしてもご活用いた
だけます。

ー--開園-

.データ分析実践基礎コース(1D71) 

0・0・この研修の4つのゴールは 0・0・
①Excelだけで実務で日常的に使える分析手法を身に付ける。

②データの注意点や弛果的な使い方を把握し、説得力ある結論

を導く力を習得。 ③個人や組織のデータリテラシーを高める

(デー夕方、ら価値を引き出せる人材、分析業者とも適格なやり取

りができる人材を創る)0 @ピックデータなどを扱える人材育
成の第一歩をつくる。

0・0・本コースの3つの特徴 0・0・
①「理論j よりも実務ですぐに「使えるj ことを量調。 ②パソコ

ンを使い、 7つの課題をワークショップ/演習形式で行うことで、
その場の実体障で覚える。 ③「それ担拠あるの?と言わせない
データ・都計分析ができる本l の著者でもあり、日産自動車で多く

の経営謀題解決プロジェクトをリードした相木吉墨が講師。
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0・0・受障害の声0・0・
.分析の仕方を難しく考えていましたが、
白四|でできる範囲で観得できることがわ
かり、安心しました.
・役員より分析を依頼されること力事く迷っ
てい=ましたが、実際に利用できる内容で
した.
-統計をしっかり伺う徹会がなく仕事で使っ
ていたので、 とても勉強になりました.
-データ分析はあまり得意でなかったが、
企業内でどのように データを使って説
得すればよいか、とても，考になった.
-今まではグラフと平均しカ喰えていなかっ
たので、 実務でもっとたくさんの手法を
使って資料を作ってみたいと思った.
-続計は苦手憲司カ噛かったのですが、 今
までとは少し遣うアプローチができるの
ではと思います.
-分析結果と衝突する壁、 まさにあるある!
といった感じでした.うまくデータに語
らせつつ、問題の解決ができるようにし
たいと思いました.
-改めて数字の楽しさを知ることができま
した.

-正直、 今までここまで分析を意識したこと
はなかったが、今後は一歩調り下げたデー
タまで見るように心がけたいと思うよう
になりました.
-データの見方、見せ方、 また分析のやり
方を知りたくて受萌しました.自分の一
番聞きたいことが聞けて良かったです.

. . . , 
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~改正規格を使って
どのような成果・効果を

組織にもたらすか~
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これより第4回テクノファ・フォーラム大阪における

パネルデイスカッションを開催いたしますユ

弊社株式会社テクノファ 代表取締役青木恒享

よりパネルディスカッションの論点、及びパネリストの

ご紹介をさせていただきます二

本日のテーマは「改正IS09001!14001規格に期待

されるマネジメントシステムの在り方J となっておりま

す.規格自体は約1年後に、 14001環境マネジメントシ

ステムは1年を切ったタイミングで新規格が出てくる予

定で主

これらの改正規格を利用して組織の皆様にどのよ

うな成果及び効果をもたらすととができるのかという

視点から、ここにご臨席の3人の方に議論していただ

き、いろいろな形で皆様にお持ち帰りいただける資料

を提供できればと存じます主

3人の方をご紹介させていただきます二

お一人目は住本 守様です二現在はマネジメントシ

ステムの認定委員会副委員長、 ISO ・ CASCOの園内

対応委員会委員長、 NITE認定センター客員調査員、
元IS09001の国際委員としてお09004等の国際会議

日本代表エキスパートとして長らくご活躍されて多くの

方がご存知かと思います主住本様には『認証制度への

期待についてJ という観点からど意見をいただきたい

と思います二

お二人目は寺田 博様です二 IMSコンサルティング
株式会社顧問をされ、 ISO/TC207乙れは環境14001

です、そしてISO/TC242、 TC257これはエネルギーマ

ネジメントシステム50001関係になりますが、こちらは

日本代表エキスパートとして務めておられます二そして

ISO/TMB/TAGと呼ばれています国内対応委員会の

委員もされており、 IS014001については発足当初から

の日本代表としてこの世界で長らくご活躍され、多くの

方々がご存知かと思います。 寺田様には今後の

日SO/14001改正j について長くご経験されている立

場からど意見、ご指導いただければと思います二

三人目の方は愛知県経済農業協同組合連合会様、
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通称を申し上げますとJAあいち経済連様、そちらから

お越しいただきました前田 京子様でホ JAあいち経

済連樺は複数のマネジメントシステムを活用されてい

ます二本日は組織の立場を代表して、いろいろな意味

でご意見を拝聴させていただければと思いまホお名

前、お顔をご認識されている方も多いと思いますが、

昨年度JAB様の公開討論会でもパネリストとしてご登

壇され、差是々の業界紙「アイソスJ にも出ていらっしゃ

る方です三今日は思揮なきご意見を楽しみにしており

まホ

どうぞ宜しくお願いいたします二

本日のコーディネーター、進行は弊社取締役会長、
平林 良人が務めさせていただきます。平林の略歴を

紹介させていただきます-.IS09001については改正

ワーキング園内メンバーとして現在は日本代表エキス
パートの座を降りておりますが、引き続き圏内対応委

員をしております二そしてPC283聞き慣れない番号か

と思いますが、労働安全衛生マネジメントシステム

OSAS18001がIS045001に変わっていく国際会議の

日本代表エキスパートとして取り組みを始めています二

他、 PC241道路交通安全マネジメントシステムの圏内

員会委員長代理として、また、品質管理学会理事とし

て活動している状況でございますL

それでは皆様本どうぞよろしくお願いいたします二

平林:では、これからパネル

デイスカッションを始めさせ

ていただきます二

まず本日のテーな新しい

2015年度版規格を使って組

織にどのような成果・効果を

もたらしていくことができる

のかに関して、どのようなお考えをお持ちか、それぞれ

のお立場から今行っている活動を含めてご意見を拝聴

させていただきます二

住本様からお話しいただければと思いまホ



住本氏:よろしくお願いいた

します二

今日は多少業界寄りです

がCA5CO圏内対応委員会、

乙れは1SOなどで適合性評

価に関する規格を作っている

委員会でして、そこで委員長

を長く務めています立場からの視点を入れてL 今回規

格が変わり認証機関がどう変わってきたかについても

考えてみました。なかなか難しい問題で、こうなります

と一言では言えませんが認証とはどういうことなのか

というスタンスを含めてお話ししたいと思います二

【次期改正規格!こ係る認証への期待】概要

1. 適合性評価とは?

11. 第三者適合性評価〈認証〉に対する期待
1. 組踊の期待
2 顧客の期待

3. 社会の期待

111. 要求事項の変化

IV. 第三者適合性評価〈認証〉の活用

CASCOのメンバーとして適合性評価とはどのよう

に定義されているのかについて。また、マネジメントシ

ステム認証がスタートして長期間経過していますが、

様々な方がいろいろな側面からある種の期待をしてい

るのですが、それがどういうことなのか。それから

1509001の規格の変化と認証の役割を整理して考え

る必要があると思いますのでL それらをお話ししたい

と思います二

適合性評価という観点からのJ1S Q17000からの

抜粋、適合性評価の基本・用語の定義ですが、その中

から認証に関わる論理としτょ適合性評価について書

かれています二利害関係のない第三者が規格に適合し

ているというととを実証して発行するのが認証書であ

第三者適合性評価(認証)に対する期待

百
「

立Eコ

~ 

「

るという決まりです二

全体の役割としてCASCOの部分は認定機関及び

認証機関に関する要求事項を作るところ、 TCが製品

及び組織に関する要求事項を作るととろですL 認証機

闘が組織を審査するときに使うのがIS09001です二第

三者性を立証するために、認定機関・認証機関の2段

階があることによって、いろいろなところに持って行か

れる信頼性の根拠となっています二

次に左下の図はその認証に対してどういう期待があ

るかを示しています二社会の期待としては組織の評価

についての基準ができる、顧客の期待としては製品及

びサービスを購入する障の選択の基準になるというこ

とです二

ととろが組織になると大分いろいろな期待があるの

ですユ顧客満足の向上とか組織能力の向上とか組織

運営がうまくいくようになどの期待があるわけです二

こうした期待にどう応えてきたか、 1509001規格の

変遷をたどってみますと、第1期はωIS及びそのシステ

ム要素を規定し認証する.これが選択の基準を明確に

規定した規格です二

第2期は2000年版はマネジメントシステム規格の認

証で本質的にQM5の概念モデル及びそのシステムを

規定し、品質向上、組織のシステムを改善するととに

よって能力も向上するという規格になっています二

第3期今回どう変わったかといいますと、組織の置

かれた状祝をベースに顧客満足を向上し、組織の目的

及び目標を達成するためのQMS改善を促進するとい

う規格になっています二

2000年版は、組織の目的などの整合性が少し薄い

のですが、今回の改定で狙っているところは組織の目

的を明確に決めて目的達成のためのQM5に変わって

いるところです二とういう規格をベースにした認証とは

どういうものなのか、これからの議論になると思いま

す二

信頼のベースに使えるという認証は特に今回でなく

てもできています二そこから一歩出て、規格はこうでな

ければいけないというスタンスででき上がった今回の

規格、これを使った認証は考えていかなければならな

いと思います二

私見ですが、規格はこのように変わってきましたが

審査する人はあまり変わってきたように感じられず、審

査員が付いて来られるか、そうした危倶は多少ありま

す二

私の自己紹介とともに紹介させていただきました。

ありがとうございました.

平林:どうもありがとうございました。

住本槌からは規格の変遷と認証の意味が少し変わっ

て来るのではないかというお話をいただきました。

続いて寺田様お願いいたします二

5 



寺田氏:寺田でございます。

今回の改訂はSLに基づいて

共通的なテキストを使うこと

が一つ大きな特徴です。

IS014001についてお話しま

す二 TC207ではスタディグル

ープからの推奨事項になるべ

く合わせるという考え方がとられています二

リスクと機会という言葉が出てきます二とれと従来

は環境側面を中心にやってきましたので環境側面との

関連が非常に分かりにくくなっています二

もう一点、手順或いは文書化した手順といわれてき

ましたがこの言葉が使われなくなり、 Sr.;では少なくと

も使いませんので、今はDISでは緊急事態対応これ一

点に絞られています二それらが議論の中心になってき

ています二

全体の目次構成ですが8.3バリューチェーンのとこ

ろが消えています二今回の改訂で注意をしなくてはな

らないところとして、私が思うに、マネジメントシステム

は本来ひとつのものですから基本が変わることはあり

ません。変わるところはそれにまつわる細かい要求事

項なのですが、それをこの8点で整理しました.

新しい視点、留意事項

> EMSとビジネスプロセスの統合
〉 組織の状況のアセスメント
〉 リーダーシップ及びコミットメント
》 環境保謹及ぴ環境への適応
〉 リスク及び櫨金に由けての特勘

〉 外部コミュニケーション及び情報開示
p バリューチェーンの管理

》 指標によるパフォーマンス評価

一つは環境マネジメントシステムをビジネスプロセ

スと統合する.マネジメントシステムがビジネスと遊離

しては困るという意味です二

組織の状況に合わせてマネジメントシステムを作る

のは当たり前です二

強調されているのがリーダーシップに対する要求で

す二

環境保護及び環境への適応ということが言われる

ようになっております二最近アメリカのニュースを見ま

すとワイルドウェザーなどの異常気象を伝えるものば

かりです二そうした事態に適応できるようなマネジメン

トシステムでホ

リスクと機会という言葉が出ましたが、こうしたとこ

ろを中心に行動するということです二

内外のコミュニケーショλ これは情報管理をしっ
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かり行い信頼性のある情報にして欲しいという意味で

ホ
バリューチェーンという項が消えていますが、意図

は消えておりません.

パフォーマンス評価ですが指標を使う、ベースライ

ンを設定することなどが書いてあります二

さて、リスク及び機会と環境側面の関係ですが、従

来の環境側面を特定せよというところがありました。

乙れはリスクという捉え方からみるとリスク源となり、

それが現実になりますと汚染が起きたり何らかの環

境露響を起こすわけでL そうならないようにというこ

とです二

機会という言葉があります、リスクを回避したりいろ

いろな対応をすることも機会のひとつかもしれません

が、それとは独立に機会という言葉を捉えてよいと私

は考えています二 TC207でもまだ一定しておりません

ので今後の議論になります二そうしますと著しい環境

側面と順守の義務、この二つを決定してこの中からマ

ネジメントすべきリスクと機会を捉える、これが考え方

としてよいのではないかと思います二

これをベースにして、目的を設定し行動計画を立て

て改善していくというシステムです二

環境保護に関しては環境方針の中でこんな要求が

されています。 環境原則及び環境に関する課題等に

配慮するとあり、組織の状祝に特有な環境保護に関す

るコミットメント、資源の持続可能な使用、気候変動の

緩和、 同時に気候変動の対応など、今まではあまり言

われませんでしたが生物多様性・エコシステムの保護

という言葉が出てきます二

資源枯渇の防止について申し上げたいのですが、シ

ェル革命などが進んでいますが乙の先すぐにエネルギ

ーピークがやってきます二それに備えることも必要です

が少し視点を変えてみますと鉱物資源、鉄などもなく

なるのです二どうするかを真剣に考えなければなりま

せん.

気候変動の緩和に対してはC02の削減で皆様も努

力されていますけれど、今度の規格では気候変動に
対する適応も真剣に考えなければいけないといって

いますユ

生物多様性の危機については多くの組織の方には

ピンととないところだろうと思いますカえほとんどの組

織が絡んでくるのが化学物質のもたらすリスクのとこ

ろだと考えます二生物多様性について組織はまだ十分

に対応していないというのが現状だと思います二

ここからがリスク及び機会とつながってくるわけで

すが、生物多様性に対するとらえ方は今までリスクと

いう考え方が中心であったのですが、実は生物多様性

から組織は大きな思恵を受けているのですユそれをど

う取り入れていくのかという意味でのリスク及び機会



という捉え方が必要ではないか。

生物多様性に関する企業の現状

e 生態系サービスとビジネス目標

多〈の企.. "玄、生・3長@鍵全性と事Z震の鎗合パヌオーマンス
の罵遣を見出せずにいる.組織は生懲系及びそのサーピス1=
Sらの事婁が、 Eの1111fl長存し‘髭嘗寄与えているかを充分
に".，していない.

a リスク及び機会
ø.'マネジメントシステムや..  デユーデヲジエンスなどの
ツールも生態系及びそのすーピスの劣化会も金ずるリスク:4
tA・会を充分fご考aしてこなかった. これ司，øツールは重量
への依存ではな〈彊鐙への・~.に焦点を奮いていた.

すべてのマネジメントシステムに共通していると思

いますが、従来のマネジメントシステムは残念ですが

リスクベースで進んできました.リスクベースアプロー

チは大事ですが、今回の改定では機会ベースアプロ

ーチも考えて欲しいということが大きな変化だと思っ

ております二やっと環境マネジメントシステムに帰って

きたと私は思っております二以上で終わります二

平林:ありがとうございましたo DISが出たところです

が、エコシステム及びバイオダイパーシティーに配慮
しながら進める、また、リスクは著しい環境側面に関

係するものという説明をしていただきました.

では前田様お願いいたします二

前田氏:JAあいち経済連の前

田と申します二よろしくお願い

いたします二

私からは複数のマネジメン

トシステムの取組事例につい

てご紹介させていただきま

す二

私は組織のー担当として最初に配属された部署で

IS019001の認証取得が決まった時に関わったのが

始めとなります三それ以降配属先ごとに、内部監査員

の教育、 1SOの構築、構築された部署の支援などに携

わってまいりました.

現在は食肉部に所属し、品質保証とマネジメントシ

ステムの運用、 構築、 修正などに携わっておりますユ

JAあいち経済連について簡単にご紹介いたします二

JAあいち経済連は農業と暮らしの架け橋をコンセプ

トにJAと一体となって農家組合員の受け入れ安定、 愛

知県産の農畜産物の安全・安心・新鮮の提供をモット

ーに事業に取り組んでおります三組織は大きな4つの

部門の中から構成されておりまして、その中に18事業

部がございます二

JAあいち経済連では食品製造部門、 直売部門で安

全な食品を提供、品質向上を目指しておOというツー

ルを活用しながら事業に取り組む形態tそれぞれの
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部署でマネジメントシステムを構築していると乙ろで

す二その中での2つの事例を本日ご紹介させていただき

ます二

認証への取り組み

)O JAあいち経済連でl志、金事重量古書・全都・依ーでの1801!1iE
はありません.

〉 食品製造・直販官官門を中心に、安全な食品の鑓供、法品を質活向用
よ、郎環署境ごにとEにEEMしSたを事僑耳黛障運し営ていを目指して、 ISOの手
い ます.

飾.~ 主.. .II!L..てい晶纏格

食包直売・ 玄最・._.量量.細工晶庫完 。_. E・・

1iEt1R 3 
銀隼却ヱセシ~- 信箇傘、依‘細工品4>.盆 a・・、l!M8、... ・. 1: 

「賀胃司r-ーー園 田園田t1Ør-盟主竃.箪・ーーーーー百町:胃闘ーー・園田

..嘗雀漢厩軍司自・.... 竃"~1IlIiめ憲:JJ... .. 祖師一...........……

.奮E量・傭生事実所 .奮.食品・責 。掴.

一つ目は炊飯加工センターのマネジメントシステム

です二こちらではIS09001と14001を2006年に同時

認証取得しており、初めから品質と環境二つのマネジ

メントシステムを一つのシステムとして構築しマニュア

ルを作成、開始当初から同時認証で運用しておりま

すユその後新たに食品安全のマネジメントシステムを

統合させて一つのマネジメントシステムとして運用して

いる部署です二

ポイントとしまして、 9001と 14001を同時に構築し

ていきましたのでそこではQMS7章 「製品計画j として

もともとあるHACCP方式(食品衛生の管理手法)を

プロセスのリスク分析に導入しました。このプロセスの

リスク分析というのはHACCP方式による分析なので

各工程にどんなリスクがあるのかを製品の設計のとこ

ろで導入し、プロセスを構築してきました。更にそのプ
ロセスのリスク分析に環境影響評価をリスクとして捉

えて各工程にどんなリスクがあるのか分析しながらプ

ロセス管理を構築していくという手法で実際に進めて

まいりました。

続いて私が所属しています食肉部の運用をど紹介

します二食肉部は現在450名程度の従業員で各部署と

食肉部 (JAM-QMSJ

畠質から事業MSヘ
)0 2005年、西容曾象所・西容MCに限定した1809001を息匝
取得=参f品質マニュア))"JI;t要求.項の裏返し

)0 2006年、 18ω∞1liIiE範囲鉱太{直宮店を除〈全宙開)
~JAあいち経府連炊飯加工センターの事実マエ1アルを
ペースにした品質マネジメントシステムを再織鏡、「晶寅マ
ニュアル』の金酒蔵釘.

)0 2007年、食肉卸会館.(直営店を含む}でQMSの箆笹耳障
得

)0 2010年、 F8MS寵笹に向け‘ 日常IUlシステムを取り入れ
た車産合MSとして再々鱗築し、名称を「事象マニュアル』とする.

)0 201 1 年‘直営店を験きFSM8看r2邑取得
)0 201 2.牢、食肉師会自，.でQMS、 FSMSiiI値取得



ミートセンタ一等の業務に当り、主に食肉の加工・

卸・直売小売などを運営しておりますL 当初は西春営

業所内の一つの部署・二つの加工場で認証取得が始

まり最初が9001の認証でした。その後徐々に範囲を

拡大するごとにシステムの拡大、変更を繰り返してき

ました。

仕組みを作ってきた経過としまして、最初の認証取

得時、品質マニュアルは何々しなければならないこと

は何々していくという規格通りの品質マニュアルでし

たg それが翌年、認証の範囲を拡大するとともに炊飯

加工センターの品質、環境、食品安全が合体したマニ

ュアルがありましたので、それを引用して食肉部の品

質マネジメントシステムを再構築してきました。そこで

単純な比較の裏返しから進展させて、事業と一体化

した三つの統合マニュアルを一体化させた品質マニ

ュアルを作りました。

更に認証範囲を拡大するとともに、食品安全マネジ

メントシステムを統合させるときに、組織の日常業務

を品質マニュアルに統合させてISOの要求事項を一

体化させた事業マニュアルを作ってまいりました。

その事業マニュアルの目次の中には、附属書SLに

基づいたりスクと機会という要求事項がありますが、

すでに私どものマニュアルには入れてあります二

ただ、今まで順調にここまでたどり着いたわけでは

なく、 ISOに取り組む中でいくつか問題点がありまし

た。一つの事例ですが、 ISOの文書というと記録や様

式がきちんと決められていて整然と保管され、守るべ

きルールもきちんと遵守されているのに、ふと周囲を

見るとなぜか日常は雑然とした状態、これがもしかし

たら実態かもしれませんが、なぜこうなるのか、何か

おかしいと改めて考えてみました。

マネ'P'jy，ト双子Aが1 つになっていない。
B常業務システムと一体化していない。
》どんなに立派なISO可ネシヲントシステムやHACCPプラン
を作ってみても、日常業務と一体化していない

》従業員からはnsoはISO・・・」なんて発言も聞かれ
ました

~ ISO認証のためにたくさんの文書や記録様式を作
成してきたが、元々組織に規定、基準、記録様式が
あった

などなど , 

そうすると、マネジメントシステムが一つになってい

ない、日常業務とISOは別なものという考え方があっ

たかもしれないと思いあたり、新たに「マネジメントシ

ステムはひとつ」という考え方に至り、 ISOの規格・要

求事項と日常業務としてもともと事業に存在した仕組

みを一体化させました。

簡単に紹介しますと、品質方針・食品安全方針とい

う言葉は、 JAあいち経済連にもともとあった「理念」

に置き換えました。責任権限についても規格の中では

トップマネジメント・管理責任者という言葉が出てき

ますが、私どものマニュアルでは実際の業務に使われ

ている役職を使っております二マネジメントレビューも

年1回の形式的なことはやめて定例のライン長会議

(部署長会議)をマネジメントレビューに位置付け、そ

こにトップマネジメント、常務や部長が参画する仕組

みに変えていきました。

こうした重複の解消により、もともと組織に存在し

た仕組みとマネジメントシステムを一体化することが

出来ました。更に一体化により、業務は業務、 ISOは

ISOという考え方がなくなり従業員の理解も向上しま

した。以前は日SOだからこの記録を取る」と認識して

いた状況が「その記録は品質保証や食品安全の担保

には必要で重要なこと」として理解度が向上してきま

した。

こうしたマネジメントシステムには完了・完成・完全

はありません。今でも私が担当していますが、常に有

効性評価や継続的改善を繰り返しながら事業マネジ

メントシステムを更新していく乙とに取り組んでおり

ます二

以上でご紹介を終わります。ありがとうございま

した。

平林:どうもありがとうございました。前田様には今実

際に展開しているJAあいち経済連様の取組みについ

て、昨今の会議で企業のリアリティーという言葉がし

きりに聞かれますが、 ISOと日常の業務の一体化につ

いてもお話しいただきました。

お三人の方からは2015年に向けて発信していくと

いう業務スタンスのお話をいただきました。

《次号につづく》

テクノファNEWS 第 112号
企画・編集/株式会社テクノファ

2014年10月 10 日発行
〒210-0006 川崎市川崎区砂子 1 -10-2 ソシオ砂子ピル
TEL:044-246-0910 FAX:044-221-1331 
ホームページキhìtp://www.technofer.∞.jp/

8 


